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本文中の［　ア　］～［　キ　］に入れる適切な字句を答えよ。

B君は、Webサイトの応答性能に関係する通信プロトコルを調査した。
HTTPクライアントとHTTPサーバ間の通信では、大量のデータを一方向に
転送するバルクデータ転送と、比較的少量のデータを交互に転送する対話型デ
ータ転送とが混在している。このうち、［　ア　］の応答性能は、ラウンドトリ
ップ時間の影響を受ける。ラウンドトリップ時間とは、TCPコネクションにお
けるパケットの往復時間である。一方、［　イ　］の応答性能は、ラウンドトリ
ップ時間のほかに、ボトルネックとなる中継路の帯域幅と、確認応答を待たず
に送信できるデータ量である［　ウ　］によっても変化する。ラウンドトリッ
プ時間が同じでも帯域幅を広げれば、応答性能は向上し続けると思われがちで
あるが、TCPの通信プロトコル上、実効転送速度は［　ウ　］÷ラウンドトリ
ップ時間"に抑えられる。

HTTP/1.0が公開されたころのHTTPの実装では、1組のリクエストとレス
ポンスごとに、TCPコネクションの確立と切断が行われていた。図１に、HTTP
クライアントがGETリクエストを用いて、HTTPサーバからWebページの情
報を取得する際の通信シーケンス例を示す。
図１において、利用者から見たHTTPサーバの応答時間（以下、TATという）
は、t1～t9の総和となる。HTTPクライアントの処理に着目すると、TATは
次の三つに分割できる。

・TCPコネクションの確立完了までの時間：t1＋［　エ　］
・TCPコネクションの確立完了から、ダウンロードの完了までの時間：［　オ　］
・‌�ダウンロードの完了から、TCPコネクションの切断と情報の表示がともに完

了するまでの時間：［　カ　］＋t9




